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次年度以降の進め方について（千葉都心地区） 

今年度は JR/京成稲毛地区をモデル地区とし、マスタープランでの検討内容や地

区特性を踏まえ、重点整備地区を設定し、まち歩き点検等により得られた各種課題

を踏まえて特定事業の設定を行いました。 

これらの知見を生かし、次年度以降は、マスタープランで示したように千葉都心

地区の地区別バリアフリー基本構想の策定に向けて、下図のように進めていく予定

としています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 検討フロー

地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区） 
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◆重点整備地区の設定の考え方 

JR/京成稲毛地区における重点整備地区設定の考え方を踏まえ、地区設定を行います。 
千葉都心地区は、JR/京成稲毛地区に比べて生活関連施設数が多く、生活関連経路延長

も長いことから、重点的かつ一体的なバリアフリー化を効果的に進めるため、鉄道駅の利

用者数や鉄道駅周辺の施設数を考慮した地区設定を行う必要があります。 
このことから、千葉都心地区内の特性を踏まえ、以下のとおり重点整備地区の設定の考

えで検討を進めます。 
 

表 地区設定の考え方 

 JR/京成稲毛パターン 千葉都心地区パターン 

設
定
の
考
え
方 

重点 
整備 
地区 

都市機能誘導区域 
＋鉄軌道駅半径 1km 圏内の生活関連施設を
含む範囲 

都市機能誘導区域 
＋鉄軌道駅半径 500m 圏内の生活関連施設を含
む範囲 

イ
メ
ー
ジ 

 

 

 

地区 

《JR/京成稲毛》 

バリアフリーマスタープランに位置づけた・・・ 

・生活関連施設数    22 施設 

・生活関連経路延長  約 5,600ｍ 

 

《千葉都心》 

バリアフリーマスタープランに位置付けた・・・ 

・生活関連施設数    99 施設 

・生活関連経路延長  約 25,670ｍ 

 

 
 

 
  

重点整備地区促進地区 都市機能誘導区域

鉄道駅

生活関連施設

鉄道駅1km圏

イメージ凡例

鉄道駅500m圏
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注）2019 年 10 月 31 日 営業終了 

注） 

駅周辺500ｍ圏内の生活関連施設数

（重複カウント含む） 

※（参考）JR/京成稲毛地区 

生活関連施設数： 22 施設 

京成千葉中央駅周辺 

22 施設 

JR 本千葉駅周辺 

9 施設 

JR 千葉みなと駅周辺 

21 施設 

JR 千葉駅周辺 

21 施設 
JR 東千葉駅周辺 

7 施設 


